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1 施設老朽化と特定移行（建て替え）について 
・ 行政から補助金などの将来展望が示されないので先行きが不透明（特にＢ型） 
・ 施設だけでなく水周りやボイラー、配管の老朽化が著しい。 
・ 自己資金での建て替えは困難。 
 
2 利用者のニーズの変化と対応について 
・ 夫婦部屋のニーズは減少している。 
・ 夫婦部屋の空室が目立つ、制度上何とかならないのか？ 
・ ライフスタイルが多様化し選ばれる施設に変革しなければならない。 
・ トイレ・流しの共同など設備が時代に合わなくなってきている。 
 
3 札幌市への要望について 
・ 行政の窓口が養護・軽費の制度の理解が低く、重度の介護が必要な方まで紹介され

てきてしまう場合もあるので改善してほしい 
・ 各区の相談窓口の担当者の勉強会を実施して制度や施設の違いを周知してほしい

（以前は上記のような勉強会をされていたようだ） 
 
4 保証人について 
・ 市内に保証人がいない方が増加している現状。 
・ 市内にいないと緊急時の対応が困難（手術の同意など） 
・ 希薄な家族関係などにより保証人自体を見つけるのが困難になってきている 
 
5 認知症を発症した利用者への対応 
・ 入所時に施設で対応できる限度を明示することが重要。 
 
 
 

以上 


